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デフェラシロクスによる 
血清鉄(Fe)、不飽和鉄結合能(UIBC)の測定値異常について 
 
謹啓 平素はご厚情を賜り厚く御礼申し上げます。 
 
さてこの度、鉄キレーﾄ剤エクジェイド（製造販売：ノバルティスファーマ株式会社）の成

分でありますデフェラシロクス（以下 DFX）について、投与中、投与後の Fe、UIBC 測定

値異常の情報を得ましたのでお知らせ致します。 
本件につきましては、旭川医科大学様より『経口鉄キレート剤 deferasirox による血清鉄お

よび不飽和鉄結合能測定系への影響』についての報告があり、エクジェイド投与後の患者

血清では、血中に DFX が存在すると UIBC 測定値へ正の影響を与え、DFX－Fe 複合体が

存在すると Fe 及び UIBC へ正の影響を与えるメカニズムが報告されております。 
 
弊社において同薬剤を直接血清及び Fe 溶液へ添加し、Fe,UIBC 試薬へ影響を与えるかの

検証を行いましたところ、Free の DFX は UIBC へ正の影響を与え、DFX－Fe 複合体は

Fe、および UIBC へ正の影響となり、旭川医科大学様の報告と同様の結果が得られており

ます。 
 
エクジェイド服用中の患者様におきましては、Fe,UIBC の測定値は正確な鉄動態を反映し

ない可能性がありますので、測定値の解釈については十分にご注意いただけますようお願

いいたします。 
 
 
本件に関するご質問につきましては弊社サービスチーム（フリーダイヤル）へお問い合わ

せいただきますようお願い申し上げます。 
株式会社 シノテスト 企画部 サービスチーム 
電話番号 ０１２０－６６－１１４１ （フリーダイヤル） 
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●弊社内資料 
エクジェイド添加実験 
クイックオートネオ Fe、クイックオートネオ UIBC 測定結果  
 
● 日本検査血液学会雑誌 第 12 巻学術集会号 2011 年 S145 
経口鉄キレート剤 deferasirox による血清鉄および不飽和鉄結合能測定系への影響 
生田克哉 田中宏樹 鳥本悦宏 高後 裕 
旭川医科大学内科学講座消化器・血液腫瘍制御内科学分野、旭川医科大学消化管再生修復

医学講座、旭川医科大学病院腫瘍センター 
 
                                      以上 

 
 
 



鉄をキレートしていない段階の薬剤が

血中に存在したことを仮定
DFX Content（μM) Fe UIBC 算出TIBC

0 73 199 対0濃度(%) 272 対0濃度(%)

60 73 271 136% 344 126%
120 74 343 172% 417 153%
180 74 410 206% 484 178%
240 73 461 232% 534 196%
300 73 512 257% 585 215%

(μg/dL) (μg/dL)

　　　　　　FreeDFXはクイックオートネオFeの測定値に影響を与えない
　　　　　　クイックオートネオUIBCはDFX濃度依存的に大きく正の影響となった

デフェラシロクスの影響
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組織から鉄をキレートした薬剤が

血中に存在したことを仮定

Fe:35μM、DFX:70μMで検討

Fe UIBC
Fe.sol 201
DFX-Fe.sol 202 DFX-Fe.sol 142

(μg/dL) (μg/dL)

Fe溶液(200μg/dL)にDFXを添加して、DFX-Fe複合体を形成したFe溶液を測定

クイックオートネオFeはFe溶液でもDFX-Fe クイックオートネオUIBCはDFX-Fe複合体により
複合体でも問題なくFeを測定できる 測定値が正の影響を受ける

→鉄キレート療法中、DFX-Fe複合体が →DFX-Fe複合体の色の変化などが
血中に存在する場合、クイックオートネオFeは 正の要因として考えられる
血清鉄としてDFX-Fe複合体を測り込む
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Sample Reagent-Ⅰ Reagent-II 比色定量

5min 10min

酸性条件　pH4↓　

蛋白変性　（変性剤）

Fe3+→Fe2+　（還元剤）

Fe2+とｷﾚｰﾄ剤が結合して発色

NitrosoPSAP

Apo－Tf

Holo－Tf

【Free DFXが併せて血中に存在する場合】
影響な

【DFX-Feが併せて血中に存在する場合】

＋の影響

【Free　DFXもDFX-Feも血中にない場合】

Tf-Feから得られた鉄とDFX-Feから得られ

た鉄が区別できないため血清鉄高値となる

血清鉄測定系へのDFXの影響

　　　

Sample Reagent- Reagent-II 比色定量

5min 10min

酸性条件　pH4↓　

蛋白変性　（変性剤）

Fe3+→Fe2+　（還元剤）

Fe2+とｷﾚｰﾄ剤が結合して発色

NitrosoPSAP

Sample Reagent- Reagent-II 比色定量

0min 5min 10min

酸性条件　pH4↓　

蛋白変性　（変性剤）

Fe3+→Fe2+　（還元剤）

Fe2+とｷﾚｰﾄ剤が結合して発色

NitrosoPSAP

Apo－Tf

Holo－Tf

Apo－Tf

Holo－Tf

し

DFX-Fe

【Free　DFXもDFX-Feも血中にない場合

Tf-Feから得られた鉄とDFX-Feから得られた

鉄が区別できないため血清鉄高値となる

　　　

Sample Reagent-Ⅰ Reagent-II 比色定量

0min 5min 10min

pH8.5でApo-Tf
へ試薬中の鉄
が取り込まれる

ApoTfに取り込まれなかっ
た鉄がFe3+ → Fe2+となり、
NitrosoPSAPが結合して
発色

Apo－Tf
Holo－Tf

試薬中Fe(Ⅲ)

本来apoTｆへ取り込む鉄とfreeのDFXが結
合し残余鉄が減少するためUIBC高値となる

＋の影響

UIBC測定系へのDFXの影響

【Free DFXが併せて血中に存在する場合】

【Free　DFXもDFX-Feも血中にない場合】

【DFX-Feが併せて血中に存在する場合】

　　　

Sample Reagent- Reagent-II 比色定量

0min 5min 10min

pH8.5でApo-Tf
へ試薬中の鉄
が取り込まれる

ApoTfに取り込まれなかっ
た鉄がFe3+ → Fe2+となり、
NitrosoPSAPが結合して
発色

Apo－Tf
Holo－Tf

試薬中Fe(Ⅲ)

本来apoTｆへ取り込む鉄とfreeのDFXが結
合し残余鉄が減少するためUIBC高値となる

UIBC測定系へのDFXの影響

　 -

600nmの副波長が増大

Nitroso-PSAPの副波長にDFX-Feの吸収がかぶり、副波
長が差し引けず、得られるNitroso-PSAPの吸光度が低下
するため、UIBCとしては正の誤差となる

＋の影響




